
は し が き

　外国為替業務の内容は多岐にわたり、広義には、金融機関が行う国際業

務全般を指します。狭義には、金融機関に依頼される個々の外国為替実務、

つまり輸出入、為替予約、外国送金、外貨預金、外貨貸付け、海外進出支

援業務等の取引であり、これに付随する業務を指します。

　近年、外国為替業務は国内の預金業務や融資業務と並ぶ金融機関の主要

業務となっており、経営の中で重要な位置を占めているため、多くの金融

機関行職員が外国為替業務についての知識を身に付ける必要があります。

　外国為替業務の範囲は広く、その内容は極めて多様なため、さまざまな

法律や制度の知識、そして取引の仕組みを理解しなければなりません。

　本書は、金融機関で外国為替業務に携わっている方、その経験のある

方々にご執筆をいただき、外国為替の基本的な仕組みから、国際業務・外

国為替取引について必要な実務知識を取引項目ごとにわかりやすく解説し

ています。

　また銀行業務検定試験「外国為替 2級」「外国為替 3級」の参考図書と

してもご活用いただける内容となっており、受験用の知識はもちろんのこ

と、日々の業務にも役立つよう、最近の動向を盛り込み、より実務的な内

容としています。

　本書が外国為替業務に携わる方の一助となり、もって金融機関の発展に

資することがあるよう願っております。

　2018年 6 月

 経済法令研究会
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 為替とは
　遠隔地にある者同士が代金（債権・債務）決済を、現金を使わずに電信送金
や小切手、手形などの手段により金融機関を介して行う仕組みをいう。また決
済とは、資金の受取や支払をすることをいう。例えば、図表 1－ 1のように10
百万円の商品を仕入れた債務者である東京のAがその代金を福岡のBに現金を
支払わなければならないとき、Aは東京から福岡まで現金を持って行かなけれ
ばならない。この場合、盗難・紛失の危険や手間がかかる。そこでAは、取引
銀行であるL銀行に10百万円を支払い、Bの取引銀行であるM銀行を経由して
Bに代金を支払う。なお為替取引にはこのような送金、振込のほか手形を使っ
た取立の方法もある。ここでL銀行とM銀行間の資金の受渡は、全銀システム
を使って行われる。このシステムは、銀行間の受払差額を各行が保有する日本
銀行の当座預け金の資金を振り替えることにより行われる。こうして東京のA
は現金を持ち運びすることなく、福岡のBに支払うことができる。

●図表 １－ １　内国為替取引の仕組み●

外国為替の概要
1第 節

外国為替の意義1

Ｌ銀行 Ｍ銀行

10百万円　資金付替（全銀システム）

10百万円送金依頼

Ａ
取引契約

Ｂ　代金受取

10百万円支払
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第 1節　外国為替の概要

 外国為替とは
　外国為替は上記の国内の為替取引の仕組みが外国との間で行われるものであ
る。ただし、後述するようにいくつかの点で内国為替と異なるため、それらが
外国為替の特色といってもよい。

●図表 １－ ２　外国為替取引（電信送金）の仕組み●

　ニューヨークのD社から10万米ドル商品を輸入した東京のC社は、X銀行に
依頼してニューヨークのY銀行経由でD社に支払ってもらう。C社は通常、米
ドルを持っていないためX銀行に11百万円（ 1米ドル＝110円とする）を支払
い、米ドルに交換してY銀行経由でD社に支払う。
 

 為替相場の存在
　国内での為替取引では当然、使用される通貨は日本円だが、外国為替取引で
は多くの場合、通貨の異なる国の者同士の決済となるため、通貨の交換を伴う。
お客様は支払に必要な外貨を銀行から購入し、受け取った外貨を日本円に交換
する。その場合の交換比率となるのが外国為替相場である。

 決済は個別に
　国内での為替取引では、全銀システムを通じて各金融機関が預けている日銀
当座預け金で差額を振替決済するが、外国為替にはそのような決済機関が存在
しない。各銀行が外国の銀行とコルレス契約（後述）を結び、取引 1件ごとに
決済する。

Ｘ銀行
Ａ/ＣＸ銀行（東京） Ｙ銀行（ニューヨーク）

11百万円支払
（10万米ドル相当）

Ｘ銀行の口座から引き落し
10万米ドル支払

Ｃ社 Ｄ社

Ａ/Ｃ＝口座

外国為替の特色2
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 �外国為替および外国貿易法や犯罪収益移転防止法等の適用
　外国為替取引では決済を行うが、その受取や支払の原因となる行為の適法性
については、外国為替及び外国貿易法（以下「外為法」という）によって律せ
られている。また決済の源泉となる資金の出所や取引当事者については犯罪に
よる収益の移転防止に関する法律（以下「犯収法」という）により金融機関に
確認義務がある。

 国際ルール、取引相手国の法的規制等を受ける
　法制度や商習慣の異なる国との取引では国際商業会議所（ICC）の制定した
国際規則（後述）が多くの銀行で採用・適用されているため国際規則に習熟し、
把握しておくことが必要となる。また法的には自国のみならず取引相手国の法
律の適用も受けるため、海外で生じたトラブルは当該国の法の適用を受ける。

 時差等に伴う決済リスク
　地理的な時差の違いから、取引相手国と同一日付、時間帯等で決済できない
リスクがある。例えば、米国からの電信送金では時差によって日本での受取は
必ず翌日以降になり、時差のあまりないアジア・オーストラリア向けの電信送
金ではカットオフタイム（注）により翌日扱いになることがある。
（注）その時刻までに支払指図等のメッセージが到着すれば、受信銀行側が当日処理を行う
時刻をいう。

 

 売為替と買為替（銀行側からみた区分）

外国為替の種類3

銀行がお客様に為替を売る＝売為替 銀行がお客様から為替を買う＝買為替
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